
         

  

今
井
町
内
で
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
き
た
夏
の

行
事
が
今
年
も
開
催
さ
れ
、
災
厄
除
け
や
家
内

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
行
事
は
、
江
戸
時
代
に
奈
良
盆
地
で
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
高
取
藩
の
記
録
に
あ
る
そ

う
で
、
今
井
町
で
は
前
宮
司
さ
ん
の
時
代
（
27
～

28
年
前
）
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

６
月

30
日

16
時
か
ら
、
春
日
神
社
境
内
の
朱

塗
り
の
大
鳥
居
の
前
に
前
々
日
に
春
日
講
役
員

の
皆
様
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
茅
の
輪
を
森
本

宮
司
先
導
の
下
に
「
唱
（
と
な
）
え
歌
」
を
口
ず
さ

み
な
が
ら
、
左

回

り
、
右
回
り
、
左
回

り
、
合

わ
せ
て
３

回
く
ぐ
り
抜
け
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
、
参
加
者

は
各
々
茅
が
や
を

数
本
使
っ
て
小
さ
な
直
径

10
セ
ン
チ
位
の
茅
の

輪
を
つ
く
り
、
紙
垂
（
し
で
）
を
つ
け
て
、
家
の
玄

関
に
吊
る
し
ま
し
た
。 

  

７
月
７
日
の
春
日
神
社
境
内
の
行
者
堂
で
夕

方
７
時
か
ら
蓮
妙
寺
・
松
島
住
職
導
師
の
下
で

法
要
が
営
ま
れ
、
そ
の
後
町
内
か
ら
集
ま
っ
た
２

５

０

０

本

の

護

摩

木

が
火

炉

に
投

げ
入

れ
ら
れ
、
お
経

の
響

き

と
と

も
に
赤

々

と

火

柱

が
燃

え

上
り
ま
し
た
。 

毎

年

７
月

16

日

、
今

井

各

町

内

（
今

年

は

33
ヵ
所
）
で
日
待
講
中
に
よ
っ
て
営
ま
れ
ま
す
。 

 

午
前
７
時
半
、
春
日
神

社

本

殿

脇

の
太

神

宮

灯

籠

前

で
森

本

宮

司

が
祝

詞
を
奏
上
し
、
そ
の
後
二

組
に
分
れ
て
町
内
の
天
照

大
神
を
祭
る
祭
壇
を
順
番

に
廻
っ
て
、
祭
祀
を
行
い
、

講
員
は
お
祓
い
を
受
け
ま

し
た
。 

  

７
月

23
、
24
日
両
日
、
町
内
各
所
で
地
蔵
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
井
町
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
灯

火
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
続
い
て
春
日
神
社

境
内
に
会
場
を
限
定
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

過
去
に
は
、
町
内
に
約
７
，
５
０
０
個
の
灯

火
を
灯
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は

約
１
，
５
０
０
個
の
灯
火
を
灯
す
予
定
で
す
。

そ
し
て
、
華
甍
で
の
点
灯
式
の
式
典
も
簡
略

化
し
て
実
施
の
予
定
で
す
。 

 

暫
く
小
康
を
保
っ
て
い
た
コ
ロ
ナ
感
染
も
急

拡
大
し
て
い
る
状
況
で
す
。
感
染
状
況
悪
化
の

場
合
に
は
や
む
を
得
ず
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
に
陥
り
ま
す
が
、
感
染
防
止
に
充
分

注
意
し
て
開
催
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

皆
様
方
の
ご
協
力
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

灯
火
会
に
合
わ
せ
て
19
時
半
か
ら
新
町
の

薮
内
家
で
勝
美
会
皆
様
に
よ
る
箏
の
演
奏
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
幻
想
的
な
灯
火
と
箏
の
音

色
を
合
わ
せ
て
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

         

（１）令和４年８月１日                 い ま い は 今                       第 26６号  
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続
々
と
夏
の
行
事
開
催

！！ 

 

夏
越
の
大
祓 

 

 

役
行
者
会
（
行
者
講
） 

 

 

太
神
宮
祭 

 

８
月
６
日
（
土
） 

灯
火
会 

開
催
予
定 

 

薮
内
家
で
箏
の
コ
ン
サ
ー
ト 

 

地
蔵
祭 

 



    

前
回
は
八
木
西
口
駅
か
ら
我
が
家
ま
で
の
お

店
を
書
き
ま
し
た
。 

早
速
、
増
井
の
タ
バ
コ
屋
さ
ん
が
書
い
て
い
な

い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ

う
し
て
一
人
で
は
覚
え
て
い
な
い
記
憶
を
皆
さ
ん

に
助
け
て
も
ら
っ
て
完
成
度
を
高
め
て
い
き
た
い

で
す
。 

今
回
は
八
木
西
口
駅
か
ら
華
甍
ま
で
の
商
い

の
紹
介
で
す
。 

駅
か
ら
蘇
武
橋
を
渡
り
、
角
の
西
川
歯
科
医

院
①
、
奥
田
の
タ
バ
コ
屋
さ
ん
②
、
尼
さ
ん
の
竹

の
家
旅
館
③
ま
で
は
前
回
に
書
い
て
い
ま
す
。 

続
い
て
今
は
な
く
な
っ
た
率
川
と
ソ
ン
ボ
の
桜

の
土
手
を
左
手
に
見
な
が
ら
蘇
武
橋
通
り
を
南

に
進
み
ま
す
。 

竹
の
家
旅
館
の
次
は
森
川
の
自
転
車
店
④
、

そ
の
隣
が
安
田
仏
具
店
⑤
で
看
板
は
今
も
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
井
村
の
化
粧
品
店
⑥
、
別
所

さ
ん
の
蘇
武
の
湯
⑦
が
並
ぶ
。 

当
時
今
井
町
に
は
３
軒
の
大
衆
浴
場
が
あ
り

ま
し
た
。 

隣
に
松
本
紙
材
料
店
⑧
が
続
き
、
中
尊
坊
通

り
の
北
角
が
河
合
た
ば
こ
店
（
粉
吉
）
⑨
で
、
東

角
は
率
川
の
洗
い
場
と
藤
棚
を
前
に
し
て
小
川

の
自
転
車
店
⑩
、
当
時
は
今
井
町
に
競
輪
の
選

手
が
多
く
、
こ
の
自
転
車
屋
さ
ん
に
集
ま
っ
て
練

習
や
技
術
研
磨
に
励
ん
で
お
ら
れ
、
鍛
え
抜
か
れ

た
太
く
逞
し
い
脚
に
憧
れ
た
も
の
で
す
。 

南
東
の
角
は
松
田
の
時
計
屋
さ
ん
⑪
で
、
東

側
に
石
丸
さ
ん
の
金
田
鉱
泉
所
⑫
が
あ
り
、
時

計
屋
の
南
側
は
吉
村
寅
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た
野

菜
と
魚
の
お
店
⑬
、 

西
南
の
角
は
弓
場
仏
具
店
⑭
で
南
へ
奥
田
さ

ん
の
今
井
薬
局
⑮
、
田
中
下
駄
店
⑯
、
と
続
き
、

宮
田
番
傘
、
提
灯
屋
さ

ん
⑰
が
あ
っ
た
。 

材
木
町
の
角
は
松
井

の
駄
菓
子
店
⑱
、
西
角

に
は
森
本
運
送
店
⑲
が

あ
っ
て
、
そ
の
東

は
湊

商
会
の
メ
リ
ヤ
ス
工
場

⑳
、
全
国
薬
品
㉑
が
近

鉄
線
ガ
ー
ド
手
前
ま
で

続
い
た
。 

さ
ら
に
南
へ
外
環
濠

の
南
角
に
今
井
駐
在
所

㉒
と
今
井
町
役
場
㉓
と

並
ぶ
。 

道
の
東
側
に
は
川
口

電
機
店
㉔
が
あ
り
、
こ

れ
よ
り
南
は
四
条
新
開

地
と
な
っ
て
畝
傍
町
に

属
し
て
い
た
。 

今
井
町
役
場
は
明
治

３ ６

（
１
９
０
３
）
年

に

大

正

天

皇

が
皇

太

子

殿
下
時
代
、
神
武
天
皇
陵
に
ご
行
啓
の
折
の

下
賜
金
を
発
起
に
高
市
郡
教
育
博
物
館
と
し

て
建
設
さ
れ
た
建
物
で
、
昭
和
４
年
か
ら
は

３ １
年
の
橿
原
市
誕
生
ま
で
今
井
町
役
場
と
し

て
使
用
し
て
い
た
。 

現
在
は
華
甍
と
し
て
今
井
町
の
資
料
を
集

約
し
て
来
町
者
案
内
の
基
地
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
は
周
知
の
所
で
あ
る
。 

   

一
般
社
団
法
人
地
域
づ
く
り
支
援
機
構
が
、

標
記
の
養
成
塾
を
阿
伽
陀
屋
若
林
亭
を
会
場

に
し
て
開
講
し
ま
し
た
。 

 

６
月

25
日
か
ら
来
年
６
月
３
日
ま
で
１
年

間
、
20
回
に
わ
た
っ
て
地
域
づ
く
り
を
支
援
す

る
人
材
を
養
成
す
る
為
の
講
義
・
演
習
・
実
践

が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

今
回
の
塾
生
は
、
15
期
生
（
５
人
）
で
す
が
、

す
で
に
１
１
０
人
以
上
が
地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。 

         

（２）令和４ 年８月１日                 い ま い は 今                       第 26６号  

今
井
町
の
商
い
③ 

 

若
林 

稔 
蘇
武
橋
か
ら
今
井
町
役
場
（
華
甍
）
ま
で 

地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

 

養
成
塾 

開
講 
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通
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通
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